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Ⅱ
は
、「
介
護
保
険
の
理
念
や
目
的
を

踏
ま
え
」
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
廃
止
は
介
護
保
険
制
度
発
足
と

同
時
に
法
令
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
18

年
経
過
し
た
今
、
身
体
的
拘
束
廃
止
の
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
背
景
に
は
、
昨
年

3
月
に
公
表
さ
れ
た
身
体
拘
束
の
実
態
調

査
※1
の
結
果
が
あ
り
ま
す
。
介
護
相
談
員

派
遣
事
業
実
施
事
務
局
に
在
籍
す
る
活
動

中
の
介
護
相
談
員
の
う
ち
、
回
答
し
た

3
，8
7
7
名
の
33
．1
％
が
、非
意
図
的
な

虐
待
・
身
体
拘
束
が
疑
わ
れ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

明
ら
か
に
虐
待
・
身
体
拘
束
と
考
え
ら

れ
る
行
為
が
1
，1
2
5
件
、グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
1
，1
7
1
件
、虐
待
・
身
体
拘

束
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
不
適
切
ケ

ア
が
4
，8
4
0
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
今
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
の
か

平
成
30
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、国
民
一
人
ひ
と
り

が
医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

も
、
そ
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
質
が
高
く
効
率

的
な
介
護
の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
た
め

に
次
の
四
つ
の
施
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

Ⅱ
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

Ⅲ
多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向

上
Ⅳ
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化

を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可

能
性
の
確
保

身
体
拘
束
を
禁
止
す
る
規
定
は
、
介
護

保
険
制
度
発
足
時
に
「
介
護
保
険
指
定
基

準
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
入

所
者
（
利
用
者
）
又
は
他
の
入
所
者
（
利
用

者
）
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め

緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
身
体
的

拘
束
そ
の
他
入
所
者
（
利
用
者
）
の
行
動
を

制
限
す
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

身
体
拘
束
に
よ
り
生
活
行
為
を
制
限
す

る
こ
と
は
、
廃
用
症
候
群
と
な
り
身
体
機

能
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
人
権
を
侵
害
す

る
こ
と
で
も
あ
り
、【
自
立
支
援
・
介
護

予
防
】
と
い
う
介
護
保
険
の
理
念
に
反
す

る
こ
と
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
を
行
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
る

「
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
緊
急

や
む
を
得
な
い
場
合
」
と
は
、「
切
迫
性
：

危
険
が
迫
っ
て
い
る
状
態
」
で
、「
非
代

替
性
：
身
体
拘
束
以
外
に
方
法
が
な
く
」、

「
一
時
性
：一
時
的
で
あ
る
こ
と
」、こ
の
3

つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
で
す
。

3
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
状
態
で

あ
る
こ
と
を
「
身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
」

等
の
チ
ー
ム
で
検
討
、
確
認
し
、
身
体
拘

束
の
態
様・時
間
、そ
の
際
の
入
所
者
（
利

用
者
）
の
心
身
の
状
況
、
緊
急
や
む
を
得

な
い
理
由
を
記
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
強
化
の
内
容

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
身
体

的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
の
整

備
や
、
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
の
定
期

的
な
開
催
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
義
務

違
反
の
場
合
の
減
算
額
が
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。（
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
は
「
新
設
」）

■
長
崎
県
内
の
状
況

前
述
の
調
査
で
長
崎
県
内
で
は
、
調
査

対
象
と
な
る
「
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
」

実
施
自
治
体
は
5
、そ
の
う
ち
4
自
治
体
・

50
名
の
介
護
相
談
員
が
回
答
し
ま
し
た
。

〈
有
効
回
収
数
：
50
〉

　
　
事
例
提
出
数
：
1
4
0

　
　
虐
待
・
身
体
拘
束
：
17

　
　
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
行
為
：
14

　
　
不
適
切
ケ
ア
：
96

〈
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
〉

　
改
定
前
：
5
単
位
／
日
減
算

　
改
定
後
：
10
％
／
日
減
算

〈
見
直
し
後
の
基
準
〉

１
．身
体
的
拘
束
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の

態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心

身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理

由
を
記
録
す
る
こ
と
。

２
．身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策

を
検
討
す
る
委
員
会
※2
を
3
か
月
に
1
回

以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
従
業
者
に
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

３
．
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針

を
整
備
す
る
こ
と
。

４
．
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
事
者
に
対
し
、
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
改
善
計

画
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
後
、
事
実
が

生
じ
た
月
か
ら
3
か
月
後
に
改
善
計
画
に

基
づ
く
改
善
状
況
を
都
道
府
県
知
事
に
報

告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
事
実
が
生

じ
た
月
の
翌
月
か
ら
改
善
が
認
め
ら
れ
た

月
ま
で
の
間
、
身
体
拘
束
を
受
け
た
利
用

者
の
介
護
報
酬
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
全

介
護
報
酬
に
対
し
て
10
％
減
算
（
こ
れ
ま

で
は
5
％
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
県
が
独
自
に
行
っ
て
い
る

「
身
体
拘
束
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
28
年

度
実
施
が
最
新
）
で
は
、
身
体
拘
束
禁
止

の
対
象
と
さ
れ
た
県
内
の
介
護
保
険
施
設

1
，3
7
1
施
設
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、

1
，3
3
4
施
設
が
回
答
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
う
ち
「「
身
体
拘
束
状
況

の
年
次
推
移
」（
下
図
）を
見
る
と
、
確
実

に
拘
束
率
は
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
約

一
割
の
施
設
で
身
体
拘
束
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
、と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
身
体
拘
束
が
廃
止
に
な
っ
た
事

例
の
有
無
」で
は
、回
答
し
た
1
，3
3
4

施
設
の
う
ち
3
2
0
施
設
で
事
例
有
と
回

答
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
止
に
至
っ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

か
？

○
人
員
不
足
や
家
族
の
同
意
は
身
体
拘
束
の

理
由
に
な
ら
な
い
。

○
不
適
切
な
ケ
ア
と
事
故
防
止
（
ケ
ー
ス
）

○
介
護
相
談
員
は
、
被
介
護
者
と
対
等
な
市

民
と
し
て
、
自
分
に
置
き
換
え
て
判
断
す

る
。

○
介
護
相
談
員
は
、
身
体
拘
束
に
気
づ
い
た

ら
聞
い
て
み
る
。「
現
場
が
わ
か
ら
な
い

く
せ
に
口
出
し
を
す
る
な
」
は
身
体
拘
束

を
正
当
化
す
る
常
套
句
。
そ
れ
で
議
論
を

終
わ
ら
せ
る
の
は
逃
げ
。

○
介
護
相
談
員
は
、
施
設
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
改
善
に
つ
な
げ
る
。

○
施
設
側
が
、
介
護
相
談
員
の
活
動
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
循
環
が

生
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
日
常
化
し
、

介
護
者
自
身
さ
え
自
覚
し
て
い
な
い
不
適

切
ケ
ア
の
減
少
の
た
め
に
、
ま
た
不
適
切

ケ
ア
か
ら
身
体
拘
束
・
虐
待
へ
と
移
行
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
閉
鎖
的
で
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
い
わ
れ
る
施

設
に
と
っ
て
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村

長
の
委
嘱
を
受
け
、
第
三
者
と
し
て
市
民

の
目
線
で
定
期
的
に
介
護
の
現
場
に
入
る

介
護
相
談
員
の
活
用
は
、
身
体
拘
束
及
び

虐
待
の
未
然
防
止
に
効
果
的
で
あ
る
と
い

え
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
長
崎
県
は
、
介
護
施
設
等
の

従
事
者
や
管
理
者
を
対
象
に
、「
高
齢
者

権
利
擁
護
推
進
員
養
成
研
修
」
を
三
つ
の

課
程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

基
礎
課
程
を
新
上
五
島
町
と
佐
世
保
市

で
、
施
設
に
お
い
て
研
修
等
を
計
画
し
指

導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
実
践
課
程
を
長
崎
市
で
、
介
護
施
設
等

の
経
営
者
・
管
理
者
等
を
対
象
と
し
た
管

理
者
研
修
を
諫
早
市
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
一
部
は
既
に
終
了
）。

こ
れ
ら
の
研
修
に
よ
り
、
利
用
者
の
権

利
擁
護
の
視
点
に
立
っ
た
介
護
に
関
す
る

実
践
的
手
法
を
習
得
し
た
職
員
が
、
介
護

現
場
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ま
た
指

導
す
る
人
材
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

■
介
護
相
談
員
の
活
動
研
究
調
査
で

示
さ
れ
た
も
の

前
述
の
調
査
報
告
書
の
巻
末
に
は
、
介

護
保
険
制
度
施
行
17
年
を
経
て
、
身
体
拘

束
は
決
し
て
な
く
な
っ
て
い
な
い
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
身
体
拘
束
な
の
か
ど
う
か
わ
か

り
づ
ら
い
事
例
が
増
え
て
い
る
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
こ
と
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
身
体
拘
束
は
緊
急
や
む
を
得
な
い
の

■
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
に

先
に
記
し
た
平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改

定
で
の
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
は
、

「
施
行
以
後
、
最
初
の
身
体
拘
束
廃
止
に

係
る
委
員
会
を
開
催
す
る
ま
で
の
３
ヶ
月

の
間
に
指
針
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
そ
れ
以
降
の
減
算
」（
平
成
30
年

度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

（
V
o
l
．1
））
と
示
さ
れ
て
お
り
、
今

年
の
7
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
指
針
の
整
備
と
は
、
見
直
し
後
の

基
準
の
３
に
示
さ
れ
た
「
身
体
的
拘
束
等

の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ

と
」で
す
。改
正
さ
れ
た
運
営
基
準
で
、「
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を

検
討
す
る
委
員
会
」（
以
下
「
身
体
的
拘

束
適
正
化
検
討
委
員
会
」）
は
、
幅
広
い

職
種
（
例
え
ば
、
施
設
長
（
管
理
者
）、

事
務
長
、
医
師
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
、

生
活
相
談
員
）
に
よ
り
構
成
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報
告
、
改

善
の
た
め
の
方
策
を
定
め
、
周
知
徹
底
す

る
目
的
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
に

つ
い
て
「
施
設
全
体
で
情
報
共
有
し
、
今

後
の
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
従
業
者
の
懲
罰
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

指
針
に
は
、
次
の
項
目
を
盛
り
込
む
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
施
設
に
お
け
る
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化

に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

②
身
体
的
拘
束
適
正
化
検
討
委
員
会
そ
の
他

施
設
内
の
組
織
に
関
す
る
事
項

③
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
職
員

研
修
に
関
す
る
基
本
方
針

④
施
設
内
で
発
生
し
た
身
体
的
拘
束
等
の
報

告
方
法
等
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
基
本

方
針

⑤
身
体
的
拘
束
等
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る

基
本
方
針

⑥
入
所
者
等
に
対
す
る
当
該
指
針
の
閲
覧
に

関
す
る
基
本
方
針

⑦
そ
の
他
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
推
進

の
た
め
に
必
要
な
基
本
方
針

③
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
職

員
教
育
を
徹
底
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
指

針
に
基
づ
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
定
期
的
な
教
育
（
年
2
回
以
上
）
を

開
催
し
、
新
規
採
用
時
に
は
必
ず
身
体
的

拘
束
等
の
適
正
化
の
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
は
虐
待
で
あ
り
、
利
用
者
の

人
権
を
侵
す
行
為
で
す
。
身
体
拘
束
、
行

動
制
限
、
抑
制
な
ど
の
不
適
切
な
ケ
ア
の

廃
止
に
向
け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
質
の

向
上
と
、
そ
れ
を
支
え
得
る
組
織
的
な
取

り
組
み
が
、
施
設
・
法
人
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

身
体
拘
束
廃
止

―
取
り
組
み
の
強
化
を
考
え
る
―

平
成
30
年
4
月
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
取
り
組
み
が

強
化
さ
れ
た
身
体
拘
束
廃
止
。

取
り
組
み
強
化
の
背
景
と
長
崎
県
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

文
章
中
の
※
付
き
番
号
の
注
釈
は
、
各
ペ
ー
ジ
の
下
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

■■報告された例（一部）■■
【虐待・身体拘束】
•利き手にペットボトルを半分に切った筒をミトンがわりにかぶ
せ、手作りの手袋で覆っている。
•車いすの後ろは壁、前には大きいテーブルを置き、身動きできな
いようにサンドイッチ状にされている。

【グレーゾーン行為】
•車いすの空気を抜く。
•動きがわかるように靴・腕・掛け布団の足元に鈴をつけている。

【不適切ケア】
•動き出しそうな人には、低いソファに座らせ自力では動けない体
勢にしておく。
•毛布にカウベルのような大きな鈴がつけてあり、夜中用事がある
とき音を鳴らす。入所者は皆に迷惑をかけるから我慢する。

※１：特定非営利活動法人 地域ケア政策ネットワーク介護相談・地域づくり連絡会による「身体拘束及び
　　　高齢者虐待の未然防止に向けた介護相談員の活用に関する調査研究事業報告書」
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Ⅱ
は
、「
介
護
保
険
の
理
念
や
目
的
を

踏
ま
え
」
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
廃
止
は
介
護
保
険
制
度
発
足
と

同
時
に
法
令
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
18

年
経
過
し
た
今
、
身
体
的
拘
束
廃
止
の
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
背
景
に
は
、
昨
年

3
月
に
公
表
さ
れ
た
身
体
拘
束
の
実
態
調

査
　※1
の
結
果
が
あ
り
ま
す
。
介
護
相
談
員

派
遣
事
業
実
施
事
務
局
に
在
籍
す
る
活
動

中
の
介
護
相
談
員
の
う
ち
、
回
答
し
た

3
，8
7
7
名
の
33
．1
％
が
、非
意
図
的
な

虐
待
・
身
体
拘
束
が
疑
わ
れ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

明
ら
か
に
虐
待
・
身
体
拘
束
と
考
え
ら

れ
る
行
為
が
1
，1
2
5
件
、グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
1
，1
7
1
件
、虐
待
・
身
体
拘

束
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
不
適
切
ケ

ア
が
4
，8
4
0
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
今
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
の
か

平
成
30
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、国
民
一
人
ひ
と
り

が
医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

も
、
そ
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
質
が
高
く
効
率

的
な
介
護
の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
た
め

に
次
の
四
つ
の
施
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

Ⅱ 

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

Ⅲ 

多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向

上
Ⅳ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化

を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可

能
性
の
確
保

身
体
拘
束
を
禁
止
す
る
規
定
は
、
介
護

保
険
制
度
発
足
時
に
「
介
護
保
険
指
定
基

準
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
入

所
者
（
利
用
者
）
又
は
他
の
入
所
者
（
利
用

者
）
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め

緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
身
体
的

拘
束
そ
の
他
入
所
者
（
利
用
者
）
の
行
動
を

制
限
す
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

身
体
拘
束
に
よ
り
生
活
行
為
を
制
限
す

る
こ
と
は
、
廃
用
症
候
群
と
な
り
身
体
機

能
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
人
権
を
侵
害
す

る
こ
と
で
も
あ
り
、【
自
立
支
援
・
介
護

予
防
】
と
い
う
介
護
保
険
の
理
念
に
反
す

る
こ
と
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
を
行
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
る

「
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
緊
急

や
む
を
得
な
い
場
合
」
と
は
、「
切
迫
性
：

危
険
が
迫
っ
て
い
る
状
態
」
で
、「
非
代

替
性
：
身
体
拘
束
以
外
に
方
法
が
な
く
」、

「
一
時
性
：一
時
的
で
あ
る
こ
と
」、こ
の
3

つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
で
す
。

3
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
状
態
で

あ
る
こ
と
を
「
身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
」

等
の
チ
ー
ム
で
検
討
、
確
認
し
、
身
体
拘

束
の
態
様・時
間
、そ
の
際
の
入
所
者
（
利

用
者
）
の
心
身
の
状
況
、
緊
急
や
む
を
得

な
い
理
由
を
記
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
強
化
の
内
容

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
身
体

的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
の
整

備
や
、
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
の
定
期

的
な
開
催
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
義
務

違
反
の
場
合
の
減
算
額
が
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。（
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
は
「
新
設
」）

■
長
崎
県
内
の
状
況

前
述
の
調
査
で
長
崎
県
内
で
は
、
調
査

対
象
と
な
る
「
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
」

実
施
自
治
体
は
5
、そ
の
う
ち
4
自
治
体
・

50
名
の
介
護
相
談
員
が
回
答
し
ま
し
た
。

〈
有
効
回
収
数
：
50
〉

　
　
事
例
提
出
数
：
1
4
0

　
　
虐
待
・
身
体
拘
束
：
17

　
　
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
行
為
：
14

　
　
不
適
切
ケ
ア
：
96

〈
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
〉

　
改
定
前
：
5
単
位
／
日
減
算

　
改
定
後
：
10
％
／
日
減
算

〈
見
直
し
後
の
基
準
〉

１
．身
体
的
拘
束
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の

態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心

身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理

由
を
記
録
す
る
こ
と
。

２
．身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策

を
検
討
す
る
委
員
会
　※2
を
3
か
月
に
1
回

以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
従
業
者
に
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

３
．
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針

を
整
備
す
る
こ
と
。

４
．
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
事
者
に
対
し
、
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
改
善
計

画
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
後
、
事
実
が

生
じ
た
月
か
ら
3
か
月
後
に
改
善
計
画
に

基
づ
く
改
善
状
況
を
都
道
府
県
知
事
に
報

告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
事
実
が
生

じ
た
月
の
翌
月
か
ら
改
善
が
認
め
ら
れ
た

月
ま
で
の
間
、
身
体
拘
束
を
受
け
た
利
用

者
の
介
護
報
酬
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
全

介
護
報
酬
に
対
し
て
10
％
減
算
（
こ
れ
ま

で
は
5
％
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
県
が
独
自
に
行
っ
て
い
る

「
身
体
拘
束
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
28
年

度
実
施
が
最
新
）
で
は
、
身
体
拘
束
禁
止

の
対
象
と
さ
れ
た
県
内
の
介
護
保
険
施
設

1
，3
7
1
施
設
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、

1
，3
3
4
施
設
が
回
答
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
う
ち
「「
身
体
拘
束
状
況

の
年
次
推
移
」（
下
図
）を
見
る
と
、
確
実

に
拘
束
率
は
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
約

一
割
の
施
設
で
身
体
拘
束
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
、と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
身
体
拘
束
が
廃
止
に
な
っ
た
事

例
の
有
無
」で
は
、回
答
し
た
1
，3
3
4

施
設
の
う
ち
3
2
0
施
設
で
事
例
有
と
回

答
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
止
に
至
っ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

か
？

○
人
員
不
足
や
家
族
の
同
意
は
身
体
拘
束
の

理
由
に
な
ら
な
い
。

○
不
適
切
な
ケ
ア
と
事
故
防
止
（
ケ
ー
ス
）

○
介
護
相
談
員
は
、
被
介
護
者
と
対
等
な
市

民
と
し
て
、
自
分
に
置
き
換
え
て
判
断
す

る
。

○
介
護
相
談
員
は
、
身
体
拘
束
に
気
づ
い
た

ら
聞
い
て
み
る
。「
現
場
が
わ
か
ら
な
い

く
せ
に
口
出
し
を
す
る
な
」
は
身
体
拘
束

を
正
当
化
す
る
常
套
句
。
そ
れ
で
議
論
を

終
わ
ら
せ
る
の
は
逃
げ
。

○
介
護
相
談
員
は
、
施
設
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
改
善
に
つ
な
げ
る
。

○
施
設
側
が
、
介
護
相
談
員
の
活
動
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
循
環
が

生
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
日
常
化
し
、

介
護
者
自
身
さ
え
自
覚
し
て
い
な
い
不
適

切
ケ
ア
の
減
少
の
た
め
に
、
ま
た
不
適
切

ケ
ア
か
ら
身
体
拘
束
・
虐
待
へ
と
移
行
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
閉
鎖
的
で
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
い
わ
れ
る
施

設
に
と
っ
て
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村

長
の
委
嘱
を
受
け
、
第
三
者
と
し
て
市
民

の
目
線
で
定
期
的
に
介
護
の
現
場
に
入
る

介
護
相
談
員
の
活
用
は
、
身
体
拘
束
及
び

虐
待
の
未
然
防
止
に
効
果
的
で
あ
る
と
い

え
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
長
崎
県
は
、
介
護
施
設
等
の

従
事
者
や
管
理
者
を
対
象
に
、「
高
齢
者

権
利
擁
護
推
進
員
養
成
研
修
」
を
三
つ
の

課
程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

基
礎
課
程
を
新
上
五
島
町
と
佐
世
保
市

で
、
施
設
に
お
い
て
研
修
等
を
計
画
し
指

導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
実
践
課
程
を
長
崎
市
で
、
介
護
施
設
等

の
経
営
者
・
管
理
者
等
を
対
象
と
し
た
管

理
者
研
修
を
諫
早
市
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
一
部
は
既
に
終
了
）。

こ
れ
ら
の
研
修
に
よ
り
、
利
用
者
の
権

利
擁
護
の
視
点
に
立
っ
た
介
護
に
関
す
る

実
践
的
手
法
を
習
得
し
た
職
員
が
、
介
護

現
場
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ま
た
指

導
す
る
人
材
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

■
介
護
相
談
員
の
活
動
研
究
調
査
で

示
さ
れ
た
も
の

前
述
の
調
査
報
告
書
の
巻
末
に
は
、
介

護
保
険
制
度
施
行
17
年
を
経
て
、
身
体
拘

束
は
決
し
て
な
く
な
っ
て
い
な
い
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
身
体
拘
束
な
の
か
ど
う
か
わ
か

り
づ
ら
い
事
例
が
増
え
て
い
る
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
こ
と
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
身
体
拘
束
は
緊
急
や
む
を
得
な
い
の

■
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
に

先
に
記
し
た
平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改

定
で
の
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
は
、

「
施
行
以
後
、
最
初
の
身
体
拘
束
廃
止
に

係
る
委
員
会
を
開
催
す
る
ま
で
の
３
ヶ
月

の
間
に
指
針
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
そ
れ
以
降
の
減
算
」（
平
成
30
年

度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

（
V
o
l
．1
））
と
示
さ
れ
て
お
り
、
今

年
の
7
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
指
針
の
整
備
と
は
、
見
直
し
後
の

基
準
の
３
に
示
さ
れ
た
「
身
体
的
拘
束
等

の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ

と
」で
す
。改
正
さ
れ
た
運
営
基
準
で
、「
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を

検
討
す
る
委
員
会
」（
以
下
「
身
体
的
拘

束
適
正
化
検
討
委
員
会
」）
は
、
幅
広
い

職
種
（
例
え
ば
、
施
設
長
（
管
理
者
）、

事
務
長
、
医
師
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
、

生
活
相
談
員
）
に
よ
り
構
成
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報
告
、
改

善
の
た
め
の
方
策
を
定
め
、
周
知
徹
底
す

る
目
的
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
に

つ
い
て
「
施
設
全
体
で
情
報
共
有
し
、
今

後
の
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
従
業
者
の
懲
罰
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

指
針
に
は
、
次
の
項
目
を
盛
り
込
む
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
施
設
に
お
け
る
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化

に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

②
身
体
的
拘
束
適
正
化
検
討
委
員
会
そ
の
他

施
設
内
の
組
織
に
関
す
る
事
項

③
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
職
員

研
修
に
関
す
る
基
本
方
針

④
施
設
内
で
発
生
し
た
身
体
的
拘
束
等
の
報

告
方
法
等
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
基
本

方
針

⑤
身
体
的
拘
束
等
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る

基
本
方
針

⑥
入
所
者
等
に
対
す
る
当
該
指
針
の
閲
覧
に

関
す
る
基
本
方
針

⑦
そ
の
他
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
推
進

の
た
め
に
必
要
な
基
本
方
針

③
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
職

員
教
育
を
徹
底
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
指

針
に
基
づ
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
定
期
的
な
教
育
（
年
2
回
以
上
）
を

開
催
し
、
新
規
採
用
時
に
は
必
ず
身
体
的

拘
束
等
の
適
正
化
の
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
は
虐
待
で
あ
り
、
利
用
者
の

人
権
を
侵
す
行
為
で
す
。
身
体
拘
束
、
行

動
制
限
、
抑
制
な
ど
の
不
適
切
な
ケ
ア
の

廃
止
に
向
け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
質
の

向
上
と
、
そ
れ
を
支
え
得
る
組
織
的
な
取

り
組
み
が
、
施
設
・
法
人
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

※２：地域密着型介護老人福祉施設、認知症対応型共同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護に
おける同委員会については、運営推進会議を活用することができる。

経営に大打撃！！例
従来型個室の特別養護老人ホーム
平均要介護度 4・100床で、3か月間減算された場合
（1か月30日で計算）…あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
発行「身体拘束廃止研修虎の巻」より抜粋

2018年3月まで：
5単位／日減算
50円×100床×30日×3か月

＝450,000円減収

2018年4月以降：
10％／日減算
7,630円×100床×30日

×3か月×10％
＝6,867,000円減収

具体的な取り組み（複数回答） 割合
会議等で具体策を協議し対応することで
廃止に至った 33.5％
計画作成担当者等でケアプランの見直し
を行った 15.3％
家族が安心できる環境づくりをし、廃止
に伴う理解を得た 16.6％
職員間で気づきを言い合える環境づくり
を行った 16.1％
今いる人員で工夫し、ケア技術の向上と
日々の業務を見直しを行った 15.6％

その他 2.8％

計 100％

身体拘束状況の年次推移　　※廃止・休止の施設は含まない
H19年より特定施設、H26年より（看護）小規模多機能・短期入所生活・短期入所療養を含む年次推移
H28年より特定施設入所者生活介護を含む養護老人ホーム、軽費老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、有料老人
ホームのすべての施設を調査対象に追加し、調査を行っている。

（単位：施設）

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

156

401

38.9%拘 束 率

拘束実施
施　　設

調査用紙
回収施設

142

463

30.7%

139

490

28.4%

160

562

28.5%

143

559

25.6%

123

585

21.0%

134

605

22.1%

134

610

22.0%

133

611

21.8%

121

630

19.2%

141

1,040

13.6%

118

1,083

10.9%

154

1,334

11.5%

特　集
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Ⅱ
は
、「
介
護
保
険
の
理
念
や
目
的
を

踏
ま
え
」
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
廃
止
は
介
護
保
険
制
度
発
足
と

同
時
に
法
令
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
18

年
経
過
し
た
今
、
身
体
的
拘
束
廃
止
の
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
背
景
に
は
、
昨
年

3
月
に
公
表
さ
れ
た
身
体
拘
束
の
実
態
調

査
　※1
の
結
果
が
あ
り
ま
す
。
介
護
相
談
員

派
遣
事
業
実
施
事
務
局
に
在
籍
す
る
活
動

中
の
介
護
相
談
員
の
う
ち
、
回
答
し
た

3
，8
7
7
名
の
33
．1
％
が
、非
意
図
的
な

虐
待
・
身
体
拘
束
が
疑
わ
れ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

明
ら
か
に
虐
待
・
身
体
拘
束
と
考
え
ら

れ
る
行
為
が
1
，1
2
5
件
、グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
1
，1
7
1
件
、虐
待
・
身
体
拘

束
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
不
適
切
ケ

ア
が
4
，8
4
0
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
今
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
の
か

平
成
30
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、国
民
一
人
ひ
と
り

が
医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

も
、
そ
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
質
が
高
く
効
率

的
な
介
護
の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
た
め

に
次
の
四
つ
の
施
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

Ⅱ 

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

Ⅲ 

多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向

上
Ⅳ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化

を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可

能
性
の
確
保

身
体
拘
束
を
禁
止
す
る
規
定
は
、
介
護

保
険
制
度
発
足
時
に
「
介
護
保
険
指
定
基

準
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
入

所
者
（
利
用
者
）
又
は
他
の
入
所
者
（
利
用

者
）
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め

緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
身
体
的

拘
束
そ
の
他
入
所
者
（
利
用
者
）
の
行
動
を

制
限
す
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

身
体
拘
束
に
よ
り
生
活
行
為
を
制
限
す

る
こ
と
は
、
廃
用
症
候
群
と
な
り
身
体
機

能
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
人
権
を
侵
害
す

る
こ
と
で
も
あ
り
、【
自
立
支
援
・
介
護

予
防
】
と
い
う
介
護
保
険
の
理
念
に
反
す

る
こ
と
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
を
行
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
る

「
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
緊
急

や
む
を
得
な
い
場
合
」
と
は
、「
切
迫
性
：

危
険
が
迫
っ
て
い
る
状
態
」
で
、「
非
代

替
性
：
身
体
拘
束
以
外
に
方
法
が
な
く
」、

「
一
時
性
：一
時
的
で
あ
る
こ
と
」、こ
の
3

つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
で
す
。

3
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
状
態
で

あ
る
こ
と
を
「
身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
」

等
の
チ
ー
ム
で
検
討
、
確
認
し
、
身
体
拘

束
の
態
様・時
間
、そ
の
際
の
入
所
者
（
利

用
者
）
の
心
身
の
状
況
、
緊
急
や
む
を
得

な
い
理
由
を
記
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
強
化
の
内
容

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
身
体

的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
の
整

備
や
、
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
の
定
期

的
な
開
催
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
義
務

違
反
の
場
合
の
減
算
額
が
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。（
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
は
「
新
設
」）

■
長
崎
県
内
の
状
況

前
述
の
調
査
で
長
崎
県
内
で
は
、
調
査

対
象
と
な
る
「
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
」

実
施
自
治
体
は
5
、そ
の
う
ち
4
自
治
体
・

50
名
の
介
護
相
談
員
が
回
答
し
ま
し
た
。

〈
有
効
回
収
数
：
50
〉

　
　
事
例
提
出
数
：
1
4
0

　
　
虐
待
・
身
体
拘
束
：
17

　
　
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
行
為
：
14

　
　
不
適
切
ケ
ア
：
96

〈
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
〉

　
改
定
前
：
5
単
位
／
日
減
算

　
改
定
後
：
10
％
／
日
減
算

〈
見
直
し
後
の
基
準
〉

１
．身
体
的
拘
束
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の

態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心

身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理

由
を
記
録
す
る
こ
と
。

２
．身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策

を
検
討
す
る
委
員
会
　※2
を
3
か
月
に
1
回

以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
従
業
者
に
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

３
．
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針

を
整
備
す
る
こ
と
。

４
．
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
事
者
に
対
し
、
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
改
善
計

画
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
後
、
事
実
が

生
じ
た
月
か
ら
3
か
月
後
に
改
善
計
画
に

基
づ
く
改
善
状
況
を
都
道
府
県
知
事
に
報

告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
事
実
が
生

じ
た
月
の
翌
月
か
ら
改
善
が
認
め
ら
れ
た

月
ま
で
の
間
、
身
体
拘
束
を
受
け
た
利
用

者
の
介
護
報
酬
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
全

介
護
報
酬
に
対
し
て
10
％
減
算
（
こ
れ
ま

で
は
5
％
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
県
が
独
自
に
行
っ
て
い
る

「
身
体
拘
束
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
28
年

度
実
施
が
最
新
）
で
は
、
身
体
拘
束
禁
止

の
対
象
と
さ
れ
た
県
内
の
介
護
保
険
施
設

1
，3
7
1
施
設
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、

1
，3
3
4
施
設
が
回
答
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
う
ち
「「
身
体
拘
束
状
況

の
年
次
推
移
」（
下
図
）を
見
る
と
、
確
実

に
拘
束
率
は
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
約

一
割
の
施
設
で
身
体
拘
束
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
、と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
身
体
拘
束
が
廃
止
に
な
っ
た
事

例
の
有
無
」で
は
、回
答
し
た
1
，3
3
4

施
設
の
う
ち
3
2
0
施
設
で
事
例
有
と
回

答
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
止
に
至
っ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

か
？

○
人
員
不
足
や
家
族
の
同
意
は
身
体
拘
束
の

理
由
に
な
ら
な
い
。

○
不
適
切
な
ケ
ア
と
事
故
防
止
（
ケ
ー
ス
）

○
介
護
相
談
員
は
、
被
介
護
者
と
対
等
な
市

民
と
し
て
、
自
分
に
置
き
換
え
て
判
断
す

る
。

○
介
護
相
談
員
は
、
身
体
拘
束
に
気
づ
い
た

ら
聞
い
て
み
る
。「
現
場
が
わ
か
ら
な
い

く
せ
に
口
出
し
を
す
る
な
」
は
身
体
拘
束

を
正
当
化
す
る
常
套
句
。
そ
れ
で
議
論
を

終
わ
ら
せ
る
の
は
逃
げ
。

○
介
護
相
談
員
は
、
施
設
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
改
善
に
つ
な
げ
る
。

○
施
設
側
が
、
介
護
相
談
員
の
活
動
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
循
環
が

生
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
日
常
化
し
、

介
護
者
自
身
さ
え
自
覚
し
て
い
な
い
不
適

切
ケ
ア
の
減
少
の
た
め
に
、
ま
た
不
適
切

ケ
ア
か
ら
身
体
拘
束
・
虐
待
へ
と
移
行
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
閉
鎖
的
で
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
い
わ
れ
る
施

設
に
と
っ
て
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村

長
の
委
嘱
を
受
け
、
第
三
者
と
し
て
市
民

の
目
線
で
定
期
的
に
介
護
の
現
場
に
入
る

介
護
相
談
員
の
活
用
は
、
身
体
拘
束
及
び

虐
待
の
未
然
防
止
に
効
果
的
で
あ
る
と
い

え
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
長
崎
県
は
、
介
護
施
設
等
の

従
事
者
や
管
理
者
を
対
象
に
、「
高
齢
者

権
利
擁
護
推
進
員
養
成
研
修
」
を
三
つ
の

課
程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

基
礎
課
程
を
新
上
五
島
町
と
佐
世
保
市

で
、
施
設
に
お
い
て
研
修
等
を
計
画
し
指

導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
実
践
課
程
を
長
崎
市
で
、
介
護
施
設
等

の
経
営
者
・
管
理
者
等
を
対
象
と
し
た
管

理
者
研
修
を
諫
早
市
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
一
部
は
既
に
終
了
）。

こ
れ
ら
の
研
修
に
よ
り
、
利
用
者
の
権

利
擁
護
の
視
点
に
立
っ
た
介
護
に
関
す
る

実
践
的
手
法
を
習
得
し
た
職
員
が
、
介
護

現
場
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ま
た
指

導
す
る
人
材
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

■
介
護
相
談
員
の
活
動
研
究
調
査
で

示
さ
れ
た
も
の

前
述
の
調
査
報
告
書
の
巻
末
に
は
、
介

護
保
険
制
度
施
行
17
年
を
経
て
、
身
体
拘

束
は
決
し
て
な
く
な
っ
て
い
な
い
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
身
体
拘
束
な
の
か
ど
う
か
わ
か

り
づ
ら
い
事
例
が
増
え
て
い
る
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
こ
と
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
身
体
拘
束
は
緊
急
や
む
を
得
な
い
の

■
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
に

先
に
記
し
た
平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改

定
で
の
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
は
、

「
施
行
以
後
、
最
初
の
身
体
拘
束
廃
止
に

係
る
委
員
会
を
開
催
す
る
ま
で
の
３
ヶ
月

の
間
に
指
針
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
そ
れ
以
降
の
減
算
」（
平
成
30
年

度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

（
V
o
l
．1
））
と
示
さ
れ
て
お
り
、
今

年
の
7
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
指
針
の
整
備
と
は
、
見
直
し
後
の

基
準
の
３
に
示
さ
れ
た
「
身
体
的
拘
束
等

の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ

と
」で
す
。改
正
さ
れ
た
運
営
基
準
で
、「
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を

検
討
す
る
委
員
会
」（
以
下
「
身
体
的
拘

束
適
正
化
検
討
委
員
会
」）
は
、
幅
広
い

職
種
（
例
え
ば
、
施
設
長
（
管
理
者
）、

事
務
長
、
医
師
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
、

生
活
相
談
員
）
に
よ
り
構
成
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報
告
、
改

善
の
た
め
の
方
策
を
定
め
、
周
知
徹
底
す

る
目
的
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
に

つ
い
て
「
施
設
全
体
で
情
報
共
有
し
、
今

後
の
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
従
業
者
の
懲
罰
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

指
針
に
は
、
次
の
項
目
を
盛
り
込
む
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
施
設
に
お
け
る
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化

に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

②
身
体
的
拘
束
適
正
化
検
討
委
員
会
そ
の
他

施
設
内
の
組
織
に
関
す
る
事
項

③
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
職
員

研
修
に
関
す
る
基
本
方
針

④
施
設
内
で
発
生
し
た
身
体
的
拘
束
等
の
報

告
方
法
等
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
基
本

方
針

⑤
身
体
的
拘
束
等
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る

基
本
方
針

⑥
入
所
者
等
に
対
す
る
当
該
指
針
の
閲
覧
に

関
す
る
基
本
方
針

⑦
そ
の
他
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
推
進

の
た
め
に
必
要
な
基
本
方
針

③
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
職

員
教
育
を
徹
底
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
指

針
に
基
づ
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
定
期
的
な
教
育
（
年
2
回
以
上
）
を

開
催
し
、
新
規
採
用
時
に
は
必
ず
身
体
的

拘
束
等
の
適
正
化
の
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
は
虐
待
で
あ
り
、
利
用
者
の

人
権
を
侵
す
行
為
で
す
。
身
体
拘
束
、
行

動
制
限
、
抑
制
な
ど
の
不
適
切
な
ケ
ア
の

廃
止
に
向
け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
質
の

向
上
と
、
そ
れ
を
支
え
得
る
組
織
的
な
取

り
組
み
が
、
施
設
・
法
人
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 
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＊受講対象種別／高齢者：○、障害者：○、児童：×、保健・医療：○

おススメのポイントはここ！

H31 1/15（火）10：00～15：30
長崎県総合福祉センター
　　（長崎市茂里町3-24）

研修コード

介護拒否への対応
適切なケアを探る！適切なケアを探る！
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Ⅱ
は
、「
介
護
保
険
の
理
念
や
目
的
を

踏
ま
え
」
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
廃
止
は
介
護
保
険
制
度
発
足
と

同
時
に
法
令
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
18

年
経
過
し
た
今
、
身
体
的
拘
束
廃
止
の
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
背
景
に
は
、
昨
年

3
月
に
公
表
さ
れ
た
身
体
拘
束
の
実
態
調

査
　※1
の
結
果
が
あ
り
ま
す
。
介
護
相
談
員

派
遣
事
業
実
施
事
務
局
に
在
籍
す
る
活
動

中
の
介
護
相
談
員
の
う
ち
、
回
答
し
た

3
，8
7
7
名
の
33
．1
％
が
、非
意
図
的
な

虐
待
・
身
体
拘
束
が
疑
わ
れ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

明
ら
か
に
虐
待
・
身
体
拘
束
と
考
え
ら

れ
る
行
為
が
1
，1
2
5
件
、グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
行
為
が
1
，1
7
1
件
、虐
待
・
身
体
拘

束
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
不
適
切
ケ

ア
が
4
，8
4
0
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
今
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
た
の
か

平
成
30
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、国
民
一
人
ひ
と
り

が
医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

も
、
そ
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
質
が
高
く
効
率

的
な
介
護
の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
た
め

に
次
の
四
つ
の
施
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

Ⅱ 

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

Ⅲ 

多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向

上
Ⅳ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化

を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可

能
性
の
確
保

身
体
拘
束
を
禁
止
す
る
規
定
は
、
介
護

保
険
制
度
発
足
時
に
「
介
護
保
険
指
定
基

準
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
入

所
者
（
利
用
者
）
又
は
他
の
入
所
者
（
利
用

者
）
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め

緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
身
体
的

拘
束
そ
の
他
入
所
者
（
利
用
者
）
の
行
動
を

制
限
す
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

身
体
拘
束
に
よ
り
生
活
行
為
を
制
限
す

る
こ
と
は
、
廃
用
症
候
群
と
な
り
身
体
機

能
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
人
権
を
侵
害
す

る
こ
と
で
も
あ
り
、【
自
立
支
援
・
介
護

予
防
】
と
い
う
介
護
保
険
の
理
念
に
反
す

る
こ
と
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
を
行
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
る

「
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
緊
急

や
む
を
得
な
い
場
合
」
と
は
、「
切
迫
性
：

危
険
が
迫
っ
て
い
る
状
態
」
で
、「
非
代

替
性
：
身
体
拘
束
以
外
に
方
法
が
な
く
」、

「
一
時
性
：一
時
的
で
あ
る
こ
と
」、こ
の
3

つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
で
す
。

3
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
状
態
で

あ
る
こ
と
を
「
身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
」

等
の
チ
ー
ム
で
検
討
、
確
認
し
、
身
体
拘

束
の
態
様・時
間
、そ
の
際
の
入
所
者
（
利

用
者
）
の
心
身
の
状
況
、
緊
急
や
む
を
得

な
い
理
由
を
記
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
強
化
の
内
容

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
居
住
系
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
身
体

的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
の
整

備
や
、
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
の
定
期

的
な
開
催
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
義
務

違
反
の
場
合
の
減
算
額
が
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。（
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
は
「
新
設
」）

■
長
崎
県
内
の
状
況

前
述
の
調
査
で
長
崎
県
内
で
は
、
調
査

対
象
と
な
る
「
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
」

実
施
自
治
体
は
5
、そ
の
う
ち
4
自
治
体
・

50
名
の
介
護
相
談
員
が
回
答
し
ま
し
た
。

〈
有
効
回
収
数
：
50
〉

　
　
事
例
提
出
数
：
1
4
0

　
　
虐
待
・
身
体
拘
束
：
17

　
　
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
行
為
：
14

　
　
不
適
切
ケ
ア
：
96

〈
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
〉

　
改
定
前
：
5
単
位
／
日
減
算

　
改
定
後
：
10
％
／
日
減
算

〈
見
直
し
後
の
基
準
〉

１
．身
体
的
拘
束
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の

態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心

身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理

由
を
記
録
す
る
こ
と
。

２
．身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策

を
検
討
す
る
委
員
会
　※2
を
3
か
月
に
1
回

以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
従
業
者
に
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

３
．
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針

を
整
備
す
る
こ
と
。

４
．
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
事
者
に
対
し
、
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
改
善
計

画
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
後
、
事
実
が

生
じ
た
月
か
ら
3
か
月
後
に
改
善
計
画
に

基
づ
く
改
善
状
況
を
都
道
府
県
知
事
に
報

告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
事
実
が
生

じ
た
月
の
翌
月
か
ら
改
善
が
認
め
ら
れ
た

月
ま
で
の
間
、
身
体
拘
束
を
受
け
た
利
用

者
の
介
護
報
酬
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
全

介
護
報
酬
に
対
し
て
10
％
減
算
（
こ
れ
ま

で
は
5
％
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
県
が
独
自
に
行
っ
て
い
る

「
身
体
拘
束
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
28
年

度
実
施
が
最
新
）
で
は
、
身
体
拘
束
禁
止

の
対
象
と
さ
れ
た
県
内
の
介
護
保
険
施
設

1
，3
7
1
施
設
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、

1
，3
3
4
施
設
が
回
答
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
う
ち
「「
身
体
拘
束
状
況

の
年
次
推
移
」（
下
図
）を
見
る
と
、
確
実

に
拘
束
率
は
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
約

一
割
の
施
設
で
身
体
拘
束
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
、と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
身
体
拘
束
が
廃
止
に
な
っ
た
事

例
の
有
無
」で
は
、回
答
し
た
1
，3
3
4

施
設
の
う
ち
3
2
0
施
設
で
事
例
有
と
回

答
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
止
に
至
っ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

か
？

○
人
員
不
足
や
家
族
の
同
意
は
身
体
拘
束
の

理
由
に
な
ら
な
い
。

○
不
適
切
な
ケ
ア
と
事
故
防
止
（
ケ
ー
ス
）

○
介
護
相
談
員
は
、
被
介
護
者
と
対
等
な
市

民
と
し
て
、
自
分
に
置
き
換
え
て
判
断
す

る
。

○
介
護
相
談
員
は
、
身
体
拘
束
に
気
づ
い
た

ら
聞
い
て
み
る
。「
現
場
が
わ
か
ら
な
い

く
せ
に
口
出
し
を
す
る
な
」
は
身
体
拘
束

を
正
当
化
す
る
常
套
句
。
そ
れ
で
議
論
を

終
わ
ら
せ
る
の
は
逃
げ
。

○
介
護
相
談
員
は
、
施
設
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
改
善
に
つ
な
げ
る
。

○
施
設
側
が
、
介
護
相
談
員
の
活
動
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
循
環
が

生
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
日
常
化
し
、

介
護
者
自
身
さ
え
自
覚
し
て
い
な
い
不
適

切
ケ
ア
の
減
少
の
た
め
に
、
ま
た
不
適
切

ケ
ア
か
ら
身
体
拘
束
・
虐
待
へ
と
移
行
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
閉
鎖
的
で
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
い
わ
れ
る
施

設
に
と
っ
て
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村

長
の
委
嘱
を
受
け
、
第
三
者
と
し
て
市
民

の
目
線
で
定
期
的
に
介
護
の
現
場
に
入
る

介
護
相
談
員
の
活
用
は
、
身
体
拘
束
及
び

虐
待
の
未
然
防
止
に
効
果
的
で
あ
る
と
い

え
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
長
崎
県
は
、
介
護
施
設
等
の

従
事
者
や
管
理
者
を
対
象
に
、「
高
齢
者

権
利
擁
護
推
進
員
養
成
研
修
」
を
三
つ
の

課
程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

基
礎
課
程
を
新
上
五
島
町
と
佐
世
保
市

で
、
施
設
に
お
い
て
研
修
等
を
計
画
し
指

導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
実
践
課
程
を
長
崎
市
で
、
介
護
施
設
等

の
経
営
者
・
管
理
者
等
を
対
象
と
し
た
管

理
者
研
修
を
諫
早
市
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
一
部
は
既
に
終
了
）。

こ
れ
ら
の
研
修
に
よ
り
、
利
用
者
の
権

利
擁
護
の
視
点
に
立
っ
た
介
護
に
関
す
る

実
践
的
手
法
を
習
得
し
た
職
員
が
、
介
護

現
場
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ま
た
指

導
す
る
人
材
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

■
介
護
相
談
員
の
活
動
研
究
調
査
で

示
さ
れ
た
も
の

前
述
の
調
査
報
告
書
の
巻
末
に
は
、
介

護
保
険
制
度
施
行
17
年
を
経
て
、
身
体
拘

束
は
決
し
て
な
く
な
っ
て
い
な
い
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
身
体
拘
束
な
の
か
ど
う
か
わ
か

り
づ
ら
い
事
例
が
増
え
て
い
る
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
こ
と
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
の
身
体
拘
束
は
緊
急
や
む
を
得
な
い
の

■
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
に

先
に
記
し
た
平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改

定
で
の
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
は
、

「
施
行
以
後
、
最
初
の
身
体
拘
束
廃
止
に

係
る
委
員
会
を
開
催
す
る
ま
で
の
３
ヶ
月

の
間
に
指
針
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
そ
れ
以
降
の
減
算
」（
平
成
30
年

度
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

（
V
o
l
．1
））
と
示
さ
れ
て
お
り
、
今

年
の
7
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
指
針
の
整
備
と
は
、
見
直
し
後
の

基
準
の
３
に
示
さ
れ
た
「
身
体
的
拘
束
等

の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ

と
」で
す
。改
正
さ
れ
た
運
営
基
準
で
、「
身

体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を

検
討
す
る
委
員
会
」（
以
下
「
身
体
的
拘

束
適
正
化
検
討
委
員
会
」）
は
、
幅
広
い

職
種
（
例
え
ば
、
施
設
長
（
管
理
者
）、

事
務
長
、
医
師
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
、

生
活
相
談
員
）
に
よ
り
構
成
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報
告
、
改

善
の
た
め
の
方
策
を
定
め
、
周
知
徹
底
す

る
目
的
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
に

つ
い
て
「
施
設
全
体
で
情
報
共
有
し
、
今

後
の
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
従
業
者
の
懲
罰
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

指
針
に
は
、
次
の
項
目
を
盛
り
込
む
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
施
設
に
お
け
る
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化

に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

②
身
体
的
拘
束
適
正
化
検
討
委
員
会
そ
の
他

施
設
内
の
組
織
に
関
す
る
事
項

③
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
職
員

研
修
に
関
す
る
基
本
方
針

④
施
設
内
で
発
生
し
た
身
体
的
拘
束
等
の
報

告
方
法
等
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
基
本

方
針

⑤
身
体
的
拘
束
等
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る

基
本
方
針

⑥
入
所
者
等
に
対
す
る
当
該
指
針
の
閲
覧
に

関
す
る
基
本
方
針

⑦
そ
の
他
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
推
進

の
た
め
に
必
要
な
基
本
方
針

③
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
職

員
教
育
を
徹
底
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
指

針
に
基
づ
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
定
期
的
な
教
育
（
年
2
回
以
上
）
を

開
催
し
、
新
規
採
用
時
に
は
必
ず
身
体
的

拘
束
等
の
適
正
化
の
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
拘
束
は
虐
待
で
あ
り
、
利
用
者
の

人
権
を
侵
す
行
為
で
す
。
身
体
拘
束
、
行

動
制
限
、
抑
制
な
ど
の
不
適
切
な
ケ
ア
の

廃
止
に
向
け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
質
の

向
上
と
、
そ
れ
を
支
え
得
る
組
織
的
な
取

り
組
み
が
、
施
設
・
法
人
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

〇「利用者にとって必要なケアなのに、拒否されてし
まう…」。それは「拒否」でしょうか？それとも「意思
表示」なのでしょうか？ 

・元 認知症看護認定看護師
・認知症ケア専門士
准看護師として数年間勤務した後、看護師免許を取得。精神科病院の認知症病棟での
勤務をきっかけに認知症ケアに興味を持ち、認知症看護認定看護師を取得。派遣看護
師として、30ヶ所以上のデイサービスで勤務するなど豊富な現場経験をもとに、現在
はショートステイでの勤務の傍ら、セミナーで講師をするなど精力的に活動している。
◆著書／心が通い合う認知症ケア 声かけ・接し方スキル（日総研出版）

1. なぜその場面で「拒否」されるのか
　認知症を理解するためのファーストステップ
　　ケア場面で起こる「拒否」を掘り下げる
　　疾患（全体像）と人（意志・感情）を理解する

2. 拒否されない関係を築くためには
　　認知症ケアの悪循環とは？
　　グレーゾーンの具体例とそれを減少させるポイント

3. 認知症の方とのコミュニケーション
　　声かけのポイント
　　非言語コミュニケーション

4．《事例で学ぶ》こんな時どうする？
　 なぜ？を考えてその方にあう適切ケアを探る
　　水分摂取拒否、服薬拒否、入浴拒否、レク拒否、食事拒否、排泄拒否など

市村　幸美（いちむら さちみ）氏

本研修では、認知症の方のケアの中で起こる「拒否」
の原因や、虐待につながる恐れのある不適切ケア（グ
レーゾーンケア）が及ぼす影響を具体例をもとに学
んだうえで、認知症の方の不安・緊張・混乱を軽減
する関わり方を、成功例・失敗例から習得します。

対象

研修会

認知症ケア専門士・認知症看護認定看護師としての知識
と経験や介護現場での認知症ケアなどをもとに培った幅
広い視野で、認知症の方とよりよいコミュニケーションを
取るためのスキルや、現場での信頼関係構築に欠かせな
いアセスメント力を身につける方法を伝授します。

長崎県福祉人材研修センターでは、社会福祉事業従事者を対象にした研修を年間約40本開催しています。
研修情報は、長崎県社協ホームぺージや、研修メルマガ（登録無料）で入手できます。
詳しくは　長崎県社協　福祉の研修　で検索！

特　集
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毎
年
、共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
、

実
施
し
て
い
る
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
、

「
つ
な
が
り
さ
さ
え
あ
う
み
ん
な
の
地

域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
12
月
1
日

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
明
治
39
年

に
始
ま
り
、
昭
和
初
期
に
は
歳
末
同
情
週

間
、
戦
後
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
と
し
て
実
施
さ
れ
、

昭
和
34
年
か
ら
は
共
同
募
金
の
一
環
と
し

て
共
同
募
金
会
が
募
金
運
動
を
実
施
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
集
ま
っ
た
寄
付
金
の

助
成
を
受
け
て
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
々
に
対
す
る
見
舞
金
品
の
贈
呈
等
各
種

の
福
祉
事
業
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
、
長

崎
新
聞
社
歳
末
た
す
け
あ
い
も
こ
の
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
本
会
と

の
共
催
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
長
崎
県
内
の
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
の
目
標
額
は
5
千
万
円
で
、
主
な
募

金
の
使
途
は
、

①
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
地
域
で
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
へ
の
年
末
見
舞

金
品
の
贈
呈
事
業
や
年
末
・
年
始
の
食

事
サ
ー
ビ
ス
等
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
②
児
童
養
護
施
設
等
に
対
す
る
就
職
・
進

学
支
度
金

③
社
会
福
祉
施
設
の
福
祉
車
両
（
車
い
す

仕
様
等
）
整
備
事
業

④
生
活
困
窮
等
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

団
体
等
の
事
業
費

⑤
火
災
等
小
災
害
見
舞
金
、
地
震
や
台
風

等
大
規
模
災
害
発
生
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
準
備
金

⑥
運
動
推
進
費
等

と
し
て
助
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
の
共
同
募
金
会
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
運
動
期
間
を
6
ヶ
月
に
拡
大
し
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
本
県

で
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
社
会
課
題

の
解
決
や
地
域
の
福
祉
課
題
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
、
自

ら
が
行
う
活
動
の
趣
旨
を
広
く
県
民
に
啓

発
し
、
県
民
の
理
解
と
共
感
に
基
づ
く
募

金
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
団
体

の
活
動
に
必
要
な
資
金
を
募
集
す
る
テ
ー

マ
型
募
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
5
つ
の
団
体
が
こ
の
募
金
活

動
に
参
加
し
、
5
8
7
万
円
を
超
え
る
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
10
の
団
体
が
こ
の
テ
ー
マ
型

募
金
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 30年度
歳末たすけあい運動が
始まりました

スローガン　つながり　ささえあう　みんなの地域づくり

12 月１日～ 25日
目標額：5,000 万円

長崎市茂里町３番２４号
TEL：095‒846‒8682
FAX：095‒846‒8565
✉kyobo@akaihane-nagasaki.or.jp

長崎県共同募金会
社会福祉法人

今
年
も
テ
ー
マ
型
募
金
を
行
い
ま
す

（
平
成
31
年
１
月
〜
３
月
）

おいしくて栄養の
バランスが良いので
毎日届くのが
　　楽しみです

基本は手渡し。
ご利用いただく方
の見守り活動 も
おこなっています

共同募金
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@ベルナード観光通り

11/3
sat

ベルナード観光通り
ベルナード観光通り
ベルナード観光通り
ベルナード観光通り

2 16
sat

11 月 11 日の介護の日に合わせて
「ながさきのまち」を舞台に開催し
ました。介護用ドリンクやコーヒー
などを飲みながら介護現場で働く
スタッフと会話ができる「いいね！カフェ」や、高齢者
体験、介護機器体験、コミュニケーションロボットとの
ふれあいなどに、1,500名を超える方々が参加しました。

“介護のしごと魅力伝道師”のお二人からは、
「答えがないことが魅力！」「十人十色、喜怒
哀楽、一期一会。言葉にできない刺激ばか
り！」と介護の仕事の計り知れない可能性が
語られました。

●参加法人（48法人予定）による法人・事業所PR
（受付/9：30～）10：00～11：50

●福祉・介護の就職合同面談会
（受付/12：00～）13：00～16：00

会場：長崎県総合福祉センター（長崎市茂里町3-２４）
長崎県社協　福祉人材研修センター　095-846-8656問

🗹資格がなく
てもOK！

🗹雇用保険の
就職活動実績

に

なる！

🗹託児スペー
スあり！

福祉・介護の就職合同面談会 《冬》
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介護予防サロン「いきいきサロンきずな」は自主グループ。
毎回15人以上が賑やかに参加する。

士
が
交
流
で
き
る
場
所
を
確
立
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
全
体
で
お
互
い
を
支
え
合

う
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
平
成
29
年
4
月
「
地

域
交
流
拠
点
セ
ン
タ
ー
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
を

開
所
し
ま
し
た
。

【
孤
立
し
が
ち
な
方
が
地
域
社
会
と

関
わ
る
場
所
と
し
て
】

法
人
内
で
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て

の
社
会
復
帰
事
業
の
実
績
も
あ
り
、
当
法

人
と
し
て
の
地
域
貢
献
活
動
に
生
活
困
窮

者
対
策
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
と
、

地
域
交
流
拠
点
を
法
人
内
に
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
特
に
孤
立
し
が
ち
に
な
っ
て
し

ま
う
障
が
い
者
世
帯
が
地
域
社
会
と
関
わ

る
場
所
を
作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
宮
共

生
会
は
平
成
13
年
8
月

に
国
の
認
可
を
受
け
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
、

地
域
と
共
存
し
な
が
ら

生
活
で
き
る
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
障

害
福
祉
事
業
を
始
め
ま

し
た
。

【
法
人
の
基
本
理
念
と
行
政
計
画
を

具
体
化
す
る
場
】

障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
事
業
を
展
開
す
る
中
、
社

会
福
祉
法
人
と
し
て
実
施
す
る
更
な
る
地

域
貢
献
事
業
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
平
成
27
年
12
月
佐
世
保
市
よ
り
、

住
宅
団
地
等
に
お
け
る
高
齢
者
、
障
が
い

者
又
は
子
育
て
世
代
の
居
住
の
安
定
確

保
、
地
域
住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
、

多
様
な
世
代
の
交
流
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
の
取
組
に
関
す
る

「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
計
画
」※
が
出
さ

れ
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
実
施
者

の
公
募
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

当
法
人
の
基
本
理
念
と
佐
世
保
市
が
考

え
る
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
計
画
」
を

実
行
に
移
す
こ
と
で
、
日
頃
か
ら
住
民
同

地
域
交
流
拠
点
セ
ン
タ
ー
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

の
開
所
以
来
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
き
ず
な

様
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
、
に
じ
い
ろ
サ

ロ
ン
様
に
よ
る
自
閉
症
児
の
子
育
て
、
親

育
ち
の
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
人
愛
の
会
様
に
よ
る
ホ
ー
ム

レ
ス
支
援
等
々
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
、
多
様
な
方
の
交
流
が
活

発
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
】

■
放
課
後
学
習
支
援

放
課
後
、
地
域
の
小
学
生
が
や
っ
て
き

て
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
宿
題
を
す
る
そ

ば
で
、
高
齢
者
の
方
が
、
小
学
生
の
見
守

り
や
、
時
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
交

流
を
す
る
環
境
づ
く
り
を
行
お
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
地
域
共
同
食
堂

夕
食
を
ひ
と
り
で
と
ら
ざ
る
を
得
な
い

子
ど
も
や
独
居
高
齢
者
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
が
一
緒
に
食

事
を
取
れ
る
場
所
「
地
域
共
同
食
堂
」
開

設
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
環
境
整
備
や
お
手
伝
い

を
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
努
力
の
対
価

と
し
て
「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
貨
」（
通

称
）
を
発
行
し
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通

貨
を
使
っ
て
地
域
共
同
食
堂
で
食
事
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

■
高
齢
者
の
交
流
推
進

高
齢
者
の
方
が
昼
間
、
趣
味
の
活
動
を

行
え
る
場
所
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま

ず
は
気
軽
に
遊
び
に
来
て
も
ら
い
、
夕
方

集
ま
っ
て
く
る
障
が
い
児
や
小
学
生
た
ち

を
見
守
る
活
動
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
方

の
役
割
・
居
場
所
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が

狙
い
で
す
。

今
後
も
近
隣
地
域
の
方
や
団
体
・
関
係

機
関
と
連
携
し
、
近
隣
地
域
だ
け
で
な
く

佐
世
保
市
全
域
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

更
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
パ
イ
オ
ニ
ア

的
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
住
宅
団
地
等
に
お
け
る
高
齢
者
、
障
が

い
者
又
は
子
育
て
世
帯
（
以
下
「
高
齢
者

等
」）
の
居
住
の
安
定
確
保
、
地
域
住
民

の
健
康
の
維
持
・
増
進
、
多
様
な
世
代
の

交
流
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
等
の
取
組
に
関
す
る
計
画
。

　
住
宅
団
地
や
周
辺
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
等
の
居
住
の
安
定
確
保
、
地
域
住
民
の

健
康
の
維
持
・
増
進
、
多
様
な
世
代
の
交

流
促
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活

性
化
等
に
関
す
る
方
針
と
、
方
針
に
従
っ

た
具
体
的
な
取
組
内
容
で
あ
る
、
①
高
齢

者
等
向
け
の
住
宅
及
び
高
齢
者
生
活
支
援

施
設
等
の
併
設
施
設
に
関
す
る
事
項
、

②
見
守
り
等
の
生
活
支
援
、
多
様
な
世
代

の
交
流
等
の
活
動
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

※
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
計
画

第 5回
社会福祉法人 宮共生会
地域交流拠点センター

『ごちゃまぜ』

社会福祉法人の地域貢献

8ながさきのふくし　2018.12



11月11日は、“いい日、いい日、介護の日”。
「あった介護くださいな」をテーマに、長崎県老人福祉施設協議会が開催した第５回
「介護の日」フォトコンテストには94件の応募がありました。10月29日からは県内
各地で移動展が行われています。ここでは最優秀賞と特別賞３点をご紹介します。

【最優秀賞】（長崎県老人福祉施設協議会長賞）

「嫁に来んね」
撮影：特別養護老人ホーム老福荘
　　　加藤拓海さん

野外活動時、不意に「あんた、うちの嫁に来んね」
と言われた瞬間です。
ケアスタッフのほっこり笑顔に温かさを感じました。

「あいた！泣かせてしもた～」
撮影：特別養護老人ホーム
　　　サンホーム江上　橋本和明さん

「あ～！そこそこ！」
撮影：デイサービスセンター光の園
　　　西屋ひとみさん

「『うちは、みじょか』
～隣の人には負けてません～」
撮影：養護老人ホーム松寿園
　　　里本絹江さん

【長崎県知事賞】 【県社協会長賞】 【長崎新聞社賞】

県社協ホームページで全入賞・入選作品を見ることができます

「介護の日」フォトコンテスト受賞作品フォトコンテスト受賞作品

県社協Topics & Information
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自動車共済ＭＡＰ
（ 任 意 保 険 ）

●非営利の共済制度
●節約型のお得な掛金
●早くて親切な事故処理
●他保険会社等からの切替でも安心

共済制度のメリット

●ノンフリート等級（無事故割引等）、フリート
　優良割引などはそのまま引き継げます。

福祉車輛割引　3％
●消費税非課税措置の対象となる

福祉車両の契約の場合。

1

2

3

4障害者割引　10％
●ご本人（記名被共済者）、配偶者、

同居のご親族のどなたかが障害

者の認定を受けているご家庭の

契約の場合。

福祉施設割引　10％
●社会福祉施設が所有・使用する

自動車の契約の場合。

福祉施設職員割引　5％
●社会福祉施設

　に勤務する役

　員・従業員の

　契約の場合。

長崎県火災共済協同組合 長崎市桜町4－1 商工会館8Ｆ
TEL０９５－８２２－９６９５

開催決定！

「夢を追い続けて…」をテーマに語る内村
氏。「話したいことは山ほどある」と、時間
が足りないほどでした。

今年度は8部門で表彰がなされました

問

長
崎
県
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議
会
や

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
て
、

長
崎
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
で
『
第
37

回
九
州
身
体
障
害
児
者
施
設
研
究
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
福
祉（
ふ
く
し
）：（
ふ
）普
通
に（
く
）暮

ら
せ
る（
し
）幸
せ
な
未
来
を
目
指
し
て
！

〜
み
ん
な
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
づ
く

り
〜
」
を
大
会
主
題
と
し
て
、
九
州
各
県

か
ら
身
体
障
害
児
者
施
設
の
役
職
員
等
約

3
5
0
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
障
害
福
祉
課
長
に
よ
る
基

調
講
演
で
は
最
新
情
報
を
確
認
。
4
つ
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
た
分
科
会
で
は
、
直
面
す

る
諸
問
題
に
対
す
る
現
場
で
の
実
践
活
動

報
告
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
意
見
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
、
そ
の
勢
い
は
夜
の
交

長
崎
県
社
協
で
は
社
会
福
祉
の
充
実
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
へ
の
表
彰
や
感
謝

状
の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、1
4
7
名
5
団
体
が
受
賞
、

長
崎
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
と
の
合
同

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

多
額
の
寄
付
等
に
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
2
名
2
団
体
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
の
記
念
講
演
で
は
、
九
州
教
具

株
式
会
社　
代
表
取
締
役
社
長　
船
橋
修
一

氏
よ
り
、「
企
業
の
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
」

と
題
し
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
重
視
し
た
人
材
育
成
に
よ

る
C
S
V
経
営
（C

reative Shared 
V
alue

：
価
値
共
創
）な
ど
、同
社
の
様
々

な
取
り
組
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

流
会
ま
で
続
き
ま
し
た
。

2
日
目
の
記
念
講
演
の
講
師
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
体
操
男
子
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
内

村
航
平
選
手
の
お
母
様
で
あ
る
内
村
周
子

氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。「
同
じ
話
は
二

度
と
話
さ
な
い
」
と
い
う
講
演
の
中
で
、

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
母
親
と
し
て
の
本
音
や

航
平
選
手
に
関
す
る
〝
秘
話
〞
が
テ
ン
ポ

よ
く
語
ら
れ
、
会
場
内
に
は
参
加
者
の
笑

い
声
が
響
く
一
方
で
、
感
動
で
涙
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

長崎県社会就労センター協議会（担当：鶴田）
095-844-2056

九
州
身
体
障
害
児
者
施
設
研
究
大
会

盛
会
裏
に
終
了
！　
9
月
20
日・21
日

平
成
30
年
度

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会・長
崎
県
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
式　
　
　

11
月
7
日

♥日時：平成31年1月13日（日）～17日（木）5日間
　　　　10：00～19：00（最終日は18：00まで）
♥会場：アミュプラザ長崎（ＪＲ長崎駅前かもめ広場）
♥参加（出店）施設：県内外の障害者福祉施設（約50施設）
♥内容：障害者施設製品の展示即売（縫製品、木工品、手作り

陶器、手工芸品、アクセサリー、加工食品等）

全国ナイスハートバザール in 長崎

県社協Topics & Information

10ながさきのふくし　2018.12



ひとりごと県社協職員の 

問

問

高校併願受験の場合の教育支援資金借入スケジュール

貸付の条件

１２月
私立高校
一般入試 出願（随時）

出願
（2/14～19）

合格発表
（3/15）

合格発表
（随時）

借入相談
（初回）

公立高校合格後
不要となった資金を
県社協に返還

合格確認後
送金

私立高校分にて
借入申請

公立高校
入学者選抜

教育支援資金
借入

１月 ２月 ３月

低所得者世帯
長崎県育英会や日本学生支援機構の奨学金制度の
対象校（高校、高専、専修学校、短大、大学） 
無利子 
10 年以内（据置期間６ヶ月以内） 
半期ごとの分割送金（就労支援費は一括） 
お住まいの地区の民生委員や市町の社協 
 資金使途：入学に際しかかる費用 
貸付限度額：50万円 
資金使途：就学期間中にかかる費用 
貸付上限月額
＜高校＞ 3.5 万円
＜高専・専修学校＞ 6 万円
＜短大＞ 6 万円
＜大学＞ 6.5 万円

貸付対象

対 象 校

貸 付 利 子
償 還 期 間
送 金 方 法
相 談 窓 口

就学支度費

教育支援費

■
貸
付
対
象

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
所
得
の
少
な
い
世
帯

・
長
崎
県
育
英
会
、
日
本
学
生
支
援
機

構（
給
付
型
、第
一
種
奨
学
金
）、
母

子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
（
ひ
と
り
親

家
庭
）
を
借
り
る
こ
と
の
で
き
な
い

方
や
、
そ
れ
ら
の
資
金
で
は
学
費
が

不
足
す
る
方

私
立
と
公
立
の
併
願
の
場
合
で
も
、
私

立
の
受
験
票
ま
た
は
入
学
願
書
が
あ
れ
ば

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

来
春
、高
校
・
大
学
等
へ
の
進
学
を

考
え
て
い
る
方
へ

【
教
育
支
援
資
金
の
お
知
ら
せ
】

　
長
崎
県
社
協
で
は
、
高
校
や
大
学
、
短

大
、
専
門
学
校
な
ど
に
進
学
す
る
際
の
入

学
金
や
学
費
等
の
費
用
が
必
要
な
世
帯
に

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
か
ら
送
金
ま
で
に
一
定
の
期

日
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
学
校
へ
の

納
入
期
限
間
際
に
申
し
込
ま
れ
る
と
希
望

す
る
期
日
ま
で
に
貸
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。お
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

研修・イベント
支え合いマップ作成講座
12/9（日）　＠長崎県庁 1F大会議室AB
問　 長崎県社協　地域福祉・ボランティア課

介護福祉士受験対策講座②直前総仕上げ編
12/13（木）・14（金）　＠長崎県総合福祉センター
問　 長崎県社協　福祉人材研修センター

適切なケアを探る！介護拒否への対応研修会
1/15（火）　＠長崎県総合福祉センター
問　 長崎県社協　福祉人材研修センター

よりよいケアを目指すための介護職と看護職の連携
研修会
1/16（水）　＠長崎県総合福祉センター
問　 長崎県社協　福祉人材研修センター

待ったなし！働き方改革に対応するための福祉現
場の労務管理研修会
1/30（水）　＠長崎県総合福祉センター
問　 長崎県社協　福祉人材研修センター

〈上記各課直通電話〉
　地域福祉・ボランティア課：095-846-8618
　福祉人材研修センター：095-846-8657

ご寄付のお願い
県社協の事業に賛同し、応援してくださる
方からのご寄付をお待ちしております。
 お祝いごとや催し物の収入、香典返し
の一部

 会社や商店、団体などの創立記念・開
店記念などのご芳志

 各種パーティー、バザーなどの益金の
一部

 お買物のおつり、お小遣いの残りなど

長崎県社協 総務課 095-846-8600

一人暮らしの母が、家屋内の事故で６月に入院し
た。これまで幸いにも経験してこなかった手続き
などいろんな対応をする中で、母が義母の介護
をしていた頃を思い出す。…任せっぱなしだった。
県外にいた時期だったにして
も、相談を受けたりすることも
なかった。頼りにならないこと
がわかっていたのだろう。もう
すぐ退院。相変わらず私は頼
りにならないが、私が頼りにで
きる人はいる。（山口しのぶ）

長崎県社協　生活福祉課　095-846-8639

県社協Topics & Information

11 ながさきのふくし　2018.12



お問い合わせは「ふれあいショップ」へ
095－846－8022

正解者の中から抽選で２名様に、(福)三彩の里の「灰か
ぶり長角皿」（表紙で使用）をプレゼント。当選者の発表
は商品の発送をもって代えさせていただきます。

 ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
本誌に対するご意見・ご感想・ご要望の一部は、「読者の
お便り」に掲載させていただく場合もあります。



長崎県内の福祉施設で作
られた素敵な作品を紹介
します

10月28日のミニバレーボール大会
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事
業
所
が
参
画
し
て
お
り
、全
会
員
が「
地

域
福
祉
部
会
」「
広
報
・
交
流
部
会
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
市
の
「
家
族
介

護
者
教
室
事
業
」
を
受
託
し
、
会
員
施
設

職
員
が
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
教
室
で

講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。（
30
年
度
は
家

族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
受
託
）

職
員
間
の
交
流
も
会
の
目
的
の
一
つ

で
、
10
月
28
日
に
は
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
、
6
法
人
7
事
業
所
か

ら
51
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
高
齢
、
障
が
い
、
児
童
と
分
野
の
違

う
施
設
・
事
業
所
が
集
ま
っ
て
い
る
だ
け

に
、
研
修
の
テ
ー
マ
を
絞
り
に
く
い
こ
と

が
悩
み
の
一
つ
で
す
」
と
同
社
協
地
域
福

祉
課
志
田
課
長
。
と
は
い
え
、
施
設
連
絡

協
で
実
施
し
た
研
修
が
好
評
で
、
会
員
の

保
育
所
で
も
同
じ
講
師
を
招
き
保
護
者
を

対
象
に
し
た
講
演
会
を
行
う
な
ど
の
効
果

も
出
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
施
設
連
絡
協
に
は
い
ろ
ん
な
可
能
性

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
会
員
施
設
職
員

を
講
師
に
し
た
初
任
者
研
修
や
働
き
方
改

革
の
研
究
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
、
会
員
自
身
が
『
何
を
し
た

い
か
』
を
出
し
て
、
主
体
的
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
志
田
課
長
）

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
注
目
で
す
。

「
西
海
市
福
祉
施
設
連
絡
協

議
会
」
を
支
援

合
併
か
ら
2
年
後
の
平
成
19
年

4
月
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の

西
海
市
福
祉
施
設
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

「
施
設
連
絡
協
」）が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
西
海
市

社
協
は
、
会
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
設
立

時
か
ら
事
務
局
と
し
て
会
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

種
別
分
野
を
超
え
た
、
経
営
・
運
営
強

化
と
職
員
の
資
質
向
上
、
施
設
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
た
こ
の
施

設
連
絡
協
に
は
、
現
在
19
法
人
46
施
設
・

・特集記事（運転免許自主返
納）は、喜寿を迎えた祖母のいる私にとってタイムリー。
何かあってからでは遅いので、相談窓口などを利用しな
がら本人の不満がないよう説得していけたらと思います。

はがきまたはメール、FAXで、クイズの答えと
①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種②本誌に対するご意見・ご感想・ご要望
をご記入の上、下記までご応募ください。
締切：平成31年１月25日(金)
〒852-8555　長崎市茂里町3-24
（メール・FAXの場合の送信先は、このページ
下段をご覧ください）
長崎県社会福祉協議会
「ながさきのふくしクイズ係」

表紙の長角皿のほかにもいろ
んなタイプの食器が作られて
います。緑、茶、黄色が鮮や
かな長崎三彩伝統工芸品は、
毎年作られる干支の置物も人
気です。　食器：３８０円～
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